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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは校正済みです
平治（へいぢ）の亂で、源氏は、平家のために、またまた一族の
要（かなめ）であつた
義朝（よしとも）を失ひ、ちりぢりばらばらになつてしまひました。かうして平家は、その
全盛期（ぜんせいき）を迎へたのです。

清盛は、朝廷に重く用ひられて、〈第七十九代〉
六條（ろくでう）天皇の御代には、
太政大臣（だじやうだいじん）に進み、一族のものも、それぞれ高い官位にのぼりました。一門の領地は、三十餘國にまたがり、中には「平家でないものは人でない」などと、いばるものさへ現れました。まつたく、平家の勢は、わづかの間に、藤原氏の全盛期をしのぐほどになりました。







拡大
Clip

 重盛の眞心 
思ひあがつた清盛は、勢の盛んなのにまかせて、しだいにわがままをふるまふやうになり、一族のものもまた、これにならひました。ただ長男の
重盛（しげもり）だけは、忠義の心があつく、職務にもまじめな人で、平家が
榮（さか）えるのも、まつたく皇室の
御（み）惠みによるものであることを、よくわきまへてゐました。つねに、父清盛のふるまひに深く心をいため、皇恩のありがたさを
説（と）いて、父のわがままを直さうとつとめました。清盛が、おそれ多くも、後白河
法皇（ほふわう）をおしこめたてまつらうとした時、重盛は死を覺悟して、その無道をいさめました。惜しいことに、その重盛は、父に先だつて、なくなりました。こののち、清盛のわがままは、いよいよつのるばかりです。人々の心も、しだいに平家か
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		 このページの最終更新日時は 2020年1月4日 (土) 15:03 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。
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